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主 催 協 力

オンライン開催 (Zoomにて大阪より生中継)方法

日時 2020.06.11.Thu 13:00~18:00

セミナーの詳細・参加方法はチラシ裏面をご覧ください

セミナー終了後、申込者を対象にオンライン交流会を実施します(裏面フォーム申込)

新型コロナウイルスの拡大により、農林水産物・食品の輸出に影響が生じる中、GFPでは「コロ

ナに負けない」ためのオンラインセミナーを開催します。現地の小売事業者・輸出を継続している

商社・物流事業者から輸出への影響や解決に向けた取組を共有頂くことで、GFPメンバーの

皆様が抱えている問題解決へのヒントや、アフターコロナを見据えた輸出の在り方を検討します。

香港等における

日本産品の取扱状況

と今後の見通し

商社・卸売業者視点

からの輸出継続事例・

現状の課題

コロナウイルス影響下に

おける輸出物流の現状

講演テーマ１ 講演テーマ２ 講演テーマ３

当日

URL

https://zoom.us/j/94086701956?pwd=UzVsME1wMzhqQjhGejlEaFVWd2JmUT09

ID：940 8670 1956 PASS：207613 ※上記QRコードからの入室も可能

※事前にZoomをインストール頂いた場合、IDやパスワードの入力は不要です (裏面参照)

https://zoom.us/j/94086701956?pwd=UzVsME1wMzhqQjhGejlEaFVWd2JmUT09


※記載内容は変更になる可能性があります。

Digital GFP

公式ホームページ

http://www.gfp1.maff.go.jp/

公式Facebookページ

https://www.facebook.com/maff.gfp/

＃輸出を止めないGFP

問い合わせ先 アクセンチュア株式会社 GFP事務局［受付時間：平日10:00～18:00］

担 当：田代、小栗、平賀、吉満

電 話：080-6566-9051 メール：Agri_Exportation_JP@accenture.com

問い合わせ先 アクセンチュア株式会社 GFP事務局［受付時間：平日10:00～18:00］

担 当：田代、小栗、平賀、吉満

電 話：080-6566-9051 メール：Agri_Exportation_JP@accenture.com

当イベントはGFP 登録者を対象としております。未登録の方は、GFP 公式ホームページよりご登録をお願いします。

当日プログラム

オンラインセミナー参加方法(Zoom)

Step２ 当日URLクリック（セミナー開催5分前まで）

• 開始時間になりましたら、以下参加URLをクリックしてください。

https://zoom.us/j/94086701956?pwd=UzVsME1wMzhqQjhGejlEaFVWd2JmUT09

ID：940 8670 1956 PASS：207613

※事前にZoomをインストール頂いた場合、IDやパスワードの入力は不要です。

テーマ

１
13:20-

香港等における日本産品の取扱状況と今後の見通し
日本産品の農林水産物・食品において、最も輸出額が大きい香港市場等を対象に、コロナ影響や売

上が伸長している日本産品について、現地小売事業者から講演頂きます。現地の最新ニーズを把握し

て頂けるプログラムとなっています。

テーマ

２
14:20-

商社・卸売業者視点からの輸出継続事例・現状の課題

日本産品の輸出を継続・拡大している事例を中心に、農林水産物・食品輸出に及ぼしている影響や

解決に向けた糸口を、現地商流に詳しい商社・卸売事業者から紹介頂きます。GFPメンバー皆様が抱

える問題解決へのヒントや、終息後の輸出の在り方等を検討します。

テーマ

３
16:00-

コロナウイルス影響下における輸出物流の現状
コロナ影響に伴う航空便減便等の影響が出ている物流をテーマに、最前線で課題に直面しつつ、輸出

を継続している物流事業者から、影響やその改善に向けた取組、今後の見通し等を講演・パネルディ

スカッションにて解説いたします。

Step３ セミナー開催中

• 講演中は左下ボタン：音声オフ(ミュート)・ビデオオフ、右上ボタン：スピーカー

ビューで、ご視聴をお願いします。

• 質問・アイデア等は、Zoomコメント欄に書き込みをお願いします。

• Wi-fi環境の整った環境にて、接続をお願いします。
※通信料は参加者負担でお願いいたします。

Step１ 事前インストール（セミナー開始前まで）

• お手持ちのPC・スマートフォン・タブレットに事前にZoomアプリケーションの

インストールをお願いします。

• スマホ・タブレット用：右のQRコードからインストールをお願いします。

• PC用：https://zoom.us/support/download

iPhone/iPad版 Android版

スマホ・タブレット用インストール

講演者多数登壇予定！(別紙参照)

交流会

18:15-

テーマ別の交流会を実施します。商品紹介や輸出に関する意見交換をしながら、

登壇者や他のGFPメンバーと交流を深めて頂きます。以下より、奮ってお申込みください。

交流会申込URL：https://www.secure-cloud.jp/sf/1589938922xSfGGOwN

オンライン交流会（事前申込制）※応募者多数の場合、抽選

当日入室用QR

交流会申込QR

https://zoom.us/j/94086701956?pwd=UzVsME1wMzhqQjhGejlEaFVWd2JmUT09
https://zoom.us/support/download
https://www.secure-cloud.jp/sf/1589938922xSfGGOwN


※記載内容は変更になる可能性があります。

登壇事業者概要

講演名 登壇事業者名 企業概要

テーマ1：

香港等における

日本産品の

取扱状況と

今後の見通し

香港貿易発展局

香港と海外各地との間の双方向の貿易促進を担う準政

府機関。香港における国際展示会・国際会議(年間合計

約40本)を主催するほか、香港・中国間のミッション団派

遣・受入、貿易引合業務、各種ビジネスサービスなどを提供

株式会社シティ・スーパー・ジャパン

（東京都／現地小売・商社）

香港・台湾・上海で高級スーパーマーケットを展開。

日本産品全般を取り扱っており、特に生鮮３品(農産品、

畜産品、鮮魚)の販売に注力

テーマ2：

商社・卸売業者

視点からの

輸出継続事例・

現状の課題

株式会社萌す

（沖縄県／商社）

青果物・水産物等の販売・輸出を手掛ける地域商社。コロ

ナウイルス影響下においても、シンガポール大手EC：

Redmart向け輸出などを積極的に実施

クラウン貿易株式会社

（兵庫県／商社）

米国、欧州、アジアの各国、地域の販売特約店を通じ、世

界中に日本産食品・食材などを輸出。純日本料理のみな

らず各国で進化を続けるフュージョン料理に対する日本食材

提案力にも強み

東果大阪株式会社

（大阪府／卸売業者）

大阪の東部市場を拠点に、日本全国の野菜を集荷・販売。

量販店向け出荷をしながら、加工品・業務用・輸出など幅

広く対応。主な輸出先は、香港・台湾・シンガポール

テーマ3：

コロナウイルス

影響下における

輸出物流の現状

～パネルディス

カッション物流

最前線

※株式会社

シティ・スーパー・

ジャパン様も登壇

日本通運株式会社

（東京都／物流）

物流事業および関連事業を46カ国302都市で展開。

日本産品の海外輸送においては、おいしさをそのままに世界

へ届けるための最新技術・多彩なサービスを提供

大阪市港湾局
阪神港へ貨物を集める「集貨」、新たな貨物の創出による

「創貨」、港湾施設の充実による取扱能力増強、効率的

な物流体系の構築による「競争力強化」を推進

関西エアポート株式会社

（大阪府／空港）

関西国際空港を活用した日本産品の輸出促進を推進。

生鮮品(特に青果物)は関西が輸出の中心になっており、関

西国際空港からの輸出は増加傾向

株式会社上組

（兵庫県／物流）

陸上・海上・航空の輸送手段を組み合わせて、国際複合

一貫輸送をトータルでサポート。海上輸送に強み。東南アジ

ア一帯に現地法人を設置。進出時支援サービスを提供

関西・食・輸出推進事業協同組合

（大阪府／輸出支援団体）

日本産品の輸出をサポートする非営利事業協同組合で、

関西国際空港を拠点とする輸出中心に取り組む。関西の

輸出に取り組む事業者が連携し、多品目混載輸送による

コスト低減、品揃えを活かした商品提案を実施

オンライン交流会の流れ(事前申込制)

別紙

開会（全体・Zoom使用）

交流会(グループ別・Microsoft Teams使用)

【A】 GFP登録事業者間の交流会

• 類似する商材を扱う事業者等GFPメンバー同士での情報交換を行って頂くグループ

【B】 輸出商社等との交流会

• セミナー本編で登壇頂く商社様等にグループに入って頂き、商品のPRや講演内容への質問等輸出ビ

ジネスに繋がる情報交換を行って頂くグループ

【C】 物流関連事業者との交流会

• セミナー本編で登壇頂く物流関連事業者様等にグループに入って頂き、輸出物流の現状や注意点・

解決策紹介等を行って頂くグループ

テーマ毎に６人程度の交流会を実施します。全体挨拶後、各交流会グループへ入室頂きます。交流会入

室URLは、チラシ交流会申込URLからお申込み頂いた皆様にメールにてご案内いたします。


